































































































































































































































































































































































































































































卒業年次 ギリシア人 アルメニア人 ユ　ダヤ人 卒業生総数
1860～76 0 0 0 148
1879 1 3 1 14
1880 1 2 0 8
1882 1 6 0 22
1883 0 2 1 24
1884 1 1 0 20
1885 1 2 0 24
1886 0 3 1 24
1887 0 4 0 33
1888 1 7 1 59
1889 0 4 0 61
1890 2 5 0 57
1891 0 5 0 55
1893 1 2 0 79
1894 2 0 0 77
1886 0 0 0 31
1897 2 0 0 45
1898 3 0 0 28
1899 1 0 2 37
1900 1 0 0 41
1901 0 0 1 42
1902 2 0 2 36
1903 2 0 1 40
1904 2 0 0 41
1905 0 0 0 46
1906 0 0 0 38
1907 0 0 0 37
1908 0 0 0 42
1909 1 0 0 43
1910 0 0 0 48
1911 2 5 1 178
1912 0 1 0 86
1913 0 0 0 46
1914 0 0’ 0 41
1915 0 0 0 20










































卒業年次 イスタンブノレ （比率） バルカン アラブ地域 その他 卒業生総数
1860～76 20 （19） 35 6 87 148
1879 8 （67） 1 1 4 14
1880 6 （75） 0 0 2 8
1882 20 （95） 1 0 1 22
1883 13 （54） 3 0 8 24
1884 13 （65） 2 1 4 20
1885 16 （67） 3 0 5 24
1886 13 （54） 3 0 8 24
1887 20 （61） 4 0 9 33
1888 35 （59） 10 2 13 59
1889 35 （57） 14 2 11 61
1890 24 （42） 11 1 22 57
1891 22 （40） 12 0 21 55
1893 34 （43） 18 8 19 79
1894 34 （44） 10 4 29 77
1886 8 （26） 6 1 16 31
1897 15 （33） 5 5 20 45
1898 9 （32） 5 3 11 28
1899 11 （30）　　　　　　1 6 4 12 37
1900 12 （29） 5 8 16 41
1901 14 （33） 7 5 16 42
1902 10 （28） 9 6 11 36
1903 5 （13） 9 6 20 40
1904 11 （27） 7 7 16 41
1905 8 （17） 8 4 26 46
1906 3 （8） 11 3 21 38
1907 6 （16） 1 5 25 37
1908 12 （29） 9 5 16 42
1909 8 （19） 10 8 17 43
1910 9 （19） 8 8 23 48
1911 52 （30） 28 17 81 178
1912 30 （35） 14 4 38 86
1913 60 （20） 9 13 18 46
1914 17 （41） 2 2 20 41
1915 6 （20） 0 1 13 20
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??
＊　「カイマ」はカイマカム（郡長）の略。縦太線の右側はカイマカムたちのその後の役職を示す。「ムタ」
ルフ（県知事），「ヴァリ」はヴァーリー（州知事）の略。
はムタサッ
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っっあった72）。かれらこそ時代の趨勢を最も敏感に感じとっていたにちがいない。いずれにせ
よ，表3の数値は近代化過程においてウラマー層がすべてこれに反対の立場に立ったわけでは
ないことをよく示している。
　2）　卒業生の選択した職業
　表4は卒業生の選択した職業を示したものである。学生は卒業後，役人，教師，地方行政官，
外交官など自由に職業を選択することができた。表4の「役人」欄は，卒業以来ほぼ一貫して
この職業をまっとうした者だけを示した。これに対して「教師」「外交官」欄に分類された者
の多くは，役人やカイマカムなどを経験したのち，最終的にこの職業を選択した者である。同
じことは「記者」「商人」欄に分類された者についてもいえる。「カイマカム」欄に分類された
者の多くは，91年の新「学則」で定められたように，州知事直属の役人（Maiyyet　Memuru）
として一定の「研修」を積んである程度の年齢に達した後，あるいはまた「試験」を受けた後
にカイマカムとして赴任している。政府は一方では地方行政官の質を向上させるために，他方
ではスルタンに忠実な地方官を養成するためにこうした方式を採用したのである。ただし，か
れらの中にはのちに役人，教師に転じたり，あるいはまた商人や企業家などの自由業に転じた
者も含まれている。ただし，それらの者の数はそれほど多くはない。
　以上のような流動性と政府の方針とを念頭に置かなければならないが，1890年代以後「カ
イマカム」に就任するケースが増加していることは，やはり注目すべきことである。この増加
傾向と表3における「地方名士」「地主」「農民」「商人」欄の増加傾向とをつき合わせてみる
と，1890年代以後地方有力者の息子たちがカイマカムとして赴任していることがわかる。問
題はこの傾向をどのように理解するかである。考えられることは第一に，この時期に世俗的な
初等および中等教育がようやく地方に普及することによって，それぞれの故郷でリュシュディ
エ校を卒業してからイスタンブルに出てミュルキエ校のイダーディー部門に入学し，さらに高
等部門に進学して卒業することが可能になったことを挙げるべきであろう。なかには故郷に近
い都市でイダーディー校を終えてからミュルキエ校の高等部門に進学する者も少なくない。テ
ケリ＝イルキンによれば，1879年以後各州に「州教育委員会」と「教育会議」が設置されは
じめ，これらの組織を通じて近代教育が帝国各地に普及した。その結果，1906～07年には帝
国全土で619のリュシュディエ校で4万人程，109のイダーディー校では2万人程の生徒が学
んでいたという73）。これに加えて1883年（ないし1885年）に寄宿制が導入されたことも地方
の学生に大きな便宜をあたえたと思われる。第二に，首都イスタンブルの人びとはやはり息子
を地方に送ることを回避して，この学校にあまり入学させたがらなかったことが考えられる。
イスタンブル出身者の卒業後の職業を個別的に検討すると，若干の例外をのぞいて，中央官庁
の役人ないし教師となっている者が多い。第三に，地方出身者でもすべてカイマカム職を選択
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しているわけではなく，かれらにとっても中央および地方官庁の役人あるいは外交官などとし
て出世するチャンスが広がったといえる。だが，第四に，近代教育を通じて中央集権支配を浸
透させようとする政府に対する地方名士層の反応を明らかにしようとする本稿の目的から見て，
最も重要なことは次のような点である。すなわち，タンズィマート以来の改革によって政府は
中央から直接州知事を派遣し，また州や郡レベルの議会を設置することによって，しだいに中
央集権支配を浸透させていった。この点でタンズィマート改革以後，オスマン社会は着実に変
わっていった。だが，他方ではこうした時勢の中で，18世紀半ば以後帝国各地で地域社会の
リーダーとしての足場を築いてきた地方名士たちは74），あるいは州議会のメンバーとして，あ
るいはまた地方官職を掌握することによって，みずからの権益をまもろうとした75）。この観点
からすれば，表3と表4の数値は，いずれもかれらが息子をミュルキエ校に送り込むことによっ
て，みずからの既得権益を守ろうとしているかのように見える。しかし，一人一人の経歴を個
別に検討してみると，かれらがカイマカムとして赴任する先は出身地と関係のない場合が多い。
したがって，地方名士が息子をミュルキエ校に送り，卒業後息子が地域のカイマカムとして戻っ
てくることによって自分の既得権益が守られるという仕組みにはなってはいないことがわかる。
やはり，一度イスタンブルへ出て国家体制の枠に入った以上，かれらは官僚機構の論理に組み
込まれざるを得ないのである76）。それでもなお，地方の有力者たちにとって息子が国家の官僚
機構の中に地位を占めることは，広い意味で地域社会におけるおのれの地位ないし立場を維持
していく手段の一っであったと考えることはできよう77）。表4につけ加えておいたように，カ
イマカムに任官した者の中には，やがてムタサッルフ，さらにはヴァーリーへと出世するケー
スが少なからず見られる。このケースは地方の有力者から国家的要人へと成長する過程におい
てミュルキエ校がその跳躍台の役割を果たしたことを示している。いずれにしても，地方名士
の息子たちが一度イスタンブルに出て近代教育受けた後，カイマカムとして全国に散って行っ
たことは事実である。こうして地方名士層の地域社会および国家との関係も新しい段階に入っ
ていった。
　「青年トルコ人」革命前後から，表3の「商人」「職人」欄，表4の「商人」欄の数値がわず
かながら増加しているのを見ることができる。これらの数値は「青年トルコ人」政府がしだい
に初期の「オスマン主義」からトルコ民族主義政策へと転換し，土着産業保護・育成の経済政
策を打ち出している時期と一致している。このようなわずかな数値から大きな結論を導くこと
は避けねばならないが，あえていえば，これは，この時期における地方の商人と手工業者の上
昇ないし上昇志向を反映しているのではなかろうか。とくに表4のケースを個別に検討してみ
ると，一部は共和国時代になってからのことになるが，役人やカイマカム職を務めた後，早く
に引退して商人，企業家，農場（チフトリキ）経営といった自由業に転身する者が見いだされ
る78）。そこに，新たに展開しっっある商品経済の波に自己の将来を託した卒業生の姿をかいま
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見ることができるのではないだろうか。この時期のオスマン帝国経済史研究の第一人者である
ドナルド・カータルトも言っているように，これまで知られている商業や手工業関係のデータ
は国際貿易に関するものばかりで，国内に関するデータはほとんど存在しないか，あるいはま
だ発見されていない。タンズィマート以後，オスマン帝国の経済がおしなべて植民地化された
ように見えるのはこのためである。しかし，帝国経済全体を視野におさめた場合，数量的に把
握できないとはいえ，地域的な需要を賄うための手工業や商取引がなお優勢なはずである79）。
表3と表4に見られる数値は，このような観点を裏付けるわずかな手がかりかもしれない。
　「青年トルコ人」政府時代は，やがてバルカン戦争や第一次世界大戦に突入する激動の時代
であった。この時期の卒業生のその後の動向こそ，まさに時代の鏡である。非トルコ系ムスリ
ム卒業生の多くは祖国に戻り，新たに設立された政府の官僚・政治家として新しい人生を歩み
はじあた。バルカン諸地域の中でとくに人数の多いアルバニア出身者（総計100人）の場合を
例にとれば，第一次バルカン戦争が勃発するとかれらの多くはアルバニアへ戻り，やがて独立
を果たしたアルバニア政府で枢要な地位についている8°）。同じことはアラブ地域出身の卒業生
にっいてもいえる。かれらの多くは有力者の息子で，第一次世界大戦後に「独立」したアラブ
諸国，とりわけシリア，イラク，レバノンの政治家として活躍している81）。このように，ミュ
ルキエ校はオスマン帝国滅亡後もトルコ語とフランス語を良く知るコスモポリタンなエリート
層をバルカンとアラブ諸地域に残したのである。アナトリア出身の卒業生の場合も，第一次世
界大戦の勃発と同時に徴兵されて戦死した者，また戦後は祖国解放運動に加わる者など，いず
れも厳しい人生が待ち受けていたが，この時代を生き抜いた者は共和国時代になって首相82）
や大臣83），あるいはヴァーリー（県知事）やカイマカム（郡長）として共和国初期の政治に大
きな役割を果たしている。
おわりに
　本稿で紹介されたミュルキエ校は，オスマン帝国の西洋化改革を担う近代官僚を養成するう
えで大きな役割を果たした。教師陣にも学生の中にも少なからぬ数の非ムスリム，非トルコ系
ムスリムを包含していることもあって，この学校は帝国内諸民族の融和によって帝国の一体化
を保持しようとするオスマン愛国主義的性格を持っていた。それはまさにタンズィマート改革
の産み出したイデオロギーにほかならない。それにもかかわらず，この学校の教育言語がトル
コ語であったことは，この学校が，帝国が滅亡してトルコ共和国が誕生する「瞬間」に支配的
なイデオロギーとして立ち現れるトルコ民族主義を用意するプロトーナショナリズムの側面を
もっていたことを意味している。その意味でミュルキエ校は，大局的に見れば「多宗教・多民
族国家」オスマン帝国から「国民国家」トルコ共和国への移行を推進する機能を果たしたとい
える。いっぽう，中央と地方という観点から見れば，この学校は近代的官僚機構を整備するこ
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とによって中央集権支配を貫徹させようとする政府に奉仕したと同時に，地方の有力者層にとっ
てはおのれの地位を保全するための手段として機能したという両義的な性格を持っていた。
　なお，本稿の目的と直接関係しないが，この学校の卒業生の中にはトルコ人がアナトリアへ
移住しはじめた11世紀以来の由緒ある家系の子孫をもって任じている者が少なからず見られ
る。かれらはいずれも，オスマン朝成立前後のアナトリアとバルカンにおいて征服戦争に活躍
したガーズィー（イスラム信仰戦士）やイスラム神秘主義教団の長老，あるいはオスマン帝国
時代の政治家，知識人にゆかりの人びとである84）。この点は，現代トルコ社会において，そう
した歴史的追憶がなお息づいていることを示す興味深い事例である。
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Introduction　to　the　Modern　Education　System
　　　　　　　　　　　　　in　the　Ottoman　Empire：
　　　　　　　　Centering　on　the　activities　of　teachers
　　and　students　in　the　School　of　Civil　Administration
NAGATA　Yuzo
　　　The　School　of　Civil　Administration（ハ4dilleiye　Meletebi），　founded　in　1859　at　Istanbul，
was　an　educational　institution　with　a　modern　secular　curriculum　instead　of　a　traditional
／islamic　one．　The　government　inended　to　expand　its　centralization　policy　throughout　the
Empire　using　officials　trained　in　the　School．　The　School　turned　out　about　1，670　students，
from　1860　to　1915，　and　many　of　them　were　appointed　governors　of　kaca　administrative
districts．　To　this　degree　the　School　served　the　Government’s　purpose．　However，　many
local　notables（ayαns）with　established　social　influence　in　their　own　districts　sent　their
sons　to　the　Scool　as　a　way　to　maintain　their　status　in　the　district．　Therefore，　the　School
actually　served　both　the　Government’s　purposes　and　the　interests　6f　local　notables．
　　　The　political　climate　of　the　age　had　developed　from　the　cosmopolitan“Ottoman
patriotism”of　the“Tanzimat”reform　period，　based　on　maintaining　the　unity　of　the
Empire　and　keeping　a　multi・ethnic　and　multi－religious　structure．　Within　the　nationalism
of　the“Young　Turks”era，　the　School　was　unavoidably　inclined　to　support“Ottoman
patriotism”．　The　School　itself　had　a　multi－ethnic，　multi－religious　ambience，　with　teachers
and　students　who　were　Turkish　and　non－Turkish　Muslim（especially　Albanian　and　Arab）
and　non－Muslim（Greek，　Armenian　and　Jewish）。　The　School　was　temporarily　closed　in
1915by　the“Young　Turks”government．
Keywords：M観勉y召，　Taneimαt，　Young　Turks，　Ottoman　patriotism，　Ayαn
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